




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































歴年 純売上高 税引後純利益 優先株現金配当 普通株現金配当 株式配当
剰余金取り
くずし（）と
繰り入れ(1)
資本剰余金
項目 社内留保収益 剰余金累積額
Aug､１．１９１７．
1917.(1).………・
1918.………･…
1919…..………
1920………･…．
1921.…………・
1922……･……・
1923．………･…
1924．……･……
1925……･…･…
1926.………･…
1927.．…………
1928………．.…
1929…..………
1930..…………
1931.…………・
1932………･･…
1933…･…･……
1934．………….
270,108,777
1935…………｡.
1936……….．…，
1937…..………‘
計
1909以来総計
■●■●●●●ＣＣＤ●●■●●●●●●●●●●
96.295,741
269.796,829
509,676,694
567,320,603躯鞠”籾勉鈍噸廼繩躯躯迦班、、瓢迦
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｂ
０
０
０
０
０
０
師
脇
兜
町
卵
田
皿
帽
旧
〃
Ⅳ
”
伯
犯
虹
明
朗
４
７
０
０
５
１
２
７
２
３
２
８
７
６
６
２
７
０
０
０
０
０
０
０
．
、
、
０
０
０
０
９
６
０
Ｍ
岡
卵
開
釧
鍋
明
皿
犯
脆
泌
仙
閉
館
弱
羽
胎
３
４
６
５
７
０
２
４
５
０
８
４
５
８
１
４
６
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
170495.915
18.276,760.627
D■の●●0●●●■■●●●●●●●●●●●｡４
８
９
０
３
５
３
４
４
１
０
３
１
６
６
０
６
５
３
５
２
皿
屹
循
肥
ね
“
矼
卵
”
肌
別
加
皿
皿
弱
卵
調
⑬
閉
Ｗ
妬
，
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
６
０
０
０
０
０
９
０
０
９
ｍ
妬
姻
氾
ね
伯
閃
釦
ね
妬
閃
妬
鋼
弱
羽
弱
的
別
妬
釦
氾
５
７
５
８
６
１
１
６
６
２
２
２
８
５
７
３
５
１
６
５
６
０
０
Ｄ
Ｐ
９
０
０
９
０
０
■
０
Ｄ
Ｂ
０
０
●
０
０
０
９
Ｍ
狙
舶
妬
別
岡
髄
仰
嘔
卵
飽
妬
筋
師
焔
８
肌
”
而
鍋
胆
１
１
２
２
２
１
１
１
２
２
2`505,471,642
2,610,885,556
●●□●●ＯＣ０●●●●●■●ＤｅＯ●C
491,890
920,467
212,513
620,426
０１０
８
１
２
７
２
３
７
１
３
９
６
９
７
０
７
１
０
８
３
５
８
６
２
３
７
６
６
９９５
７８３
５４８
０
０
０
２
２
２
２
２
２
０２２
０
０
０
０
け
り
０
０
０
０
Ｄ
Ｃ
０
０
０
０
０
ｍ
羽
師
氾
羽
妬
四
Ｍ
氾
躯
泥
脆
氾
ね
氾
犯
ね
３
４
８
２
６
６
１
４
４
５
３
２
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
、
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０
０
１
４
５
６
６
６
７
７
７
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
156,435,259
164`510,372
□Ｏ●●●●Ｏ０ＯｏｃＣｂ●●C●●●●●●●
９
０
１
７
６
７
６
２
１
３
２
２
７
１
１
０
５
１
９
９
２
９
１
４
８
７
１
２
３
２
９
８
０
０
０
０
３
５
９
４
９
６
１
３
５
２
２
１
０
６
２
９
０
０
０
０
０
３
３
４
７
２
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
●
、
０
０
０
０
０
叫
諏
刎
卵
閉
而
氾
卯
弱
釦
銅
加
川
Ⅲ
加
卵
妬
姻
柘
旧
網
２
２
３
８
４
１
７
０
９
９
８
３
６
５
５
９
８
４
４
９
５
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
９
０
０
９
２
１
７
７
０
０
４
５
１
３
４
５
６
０
０
３
３
４
６
２
０
１
１
１
２
１
２
２
６
０
３
６
５
３
３
５
５
６
９
９
６
１
１
１
１
１
１
１
１
199
310
541
287
1,634,992,783
1,653,153,244
●●●●●●●●●●●●●●●●□●■ＣＯ
Ｄ●●●ＤＣ●●●■●●●●●■●●●CU
U●●■●●●■●●●●●●●peC●■｡
■●●●●●●●●●■■●C●●●●●●｡
12,940,435
ＤＣ●●●●｡●●S●●●●●●●●■●■
､●●■●●●●●●●●●●●●●●■■□
●●ＱＣＤＤ●■■●●●●●●●●■●の
D●●●●□●●●●●●●ＣＤ●●●Ｇ●
145,000,000
､●●●●●●■●●印●●●□●■●●●
､●●●●●●｡●●●●●●●●●■●Ｇ
ｂ●●●●●●●●●●●●●●ＣＯ●●●
ｂ●ＣＯ●●●●●●●ＣＯＣ●●●●■巴
I●●●●0●●●●■●●●●●●●●Ｄ
ＩＤ●●●●●●■●●●●●●●●●Ｇ●
ＩＣ■●●●G●●●●●●●●巳●●●●1
0●●●●●●●●●◆●■●□●●●●1
De0Dd●●●●●●●●●●●ﾛ●●Ｉ
●■G●●●●●●●●■■●■●●●●１
０●●ＣＯＤ●●●●■■●●●●●●●ﾛ
157.940,435
164p189,635
●ＣＤ●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●
BSD●●●●●●●白●ﾛ｡●●●●■●●■●
-3,335,000
-12,567.005
-8.988,558
-14,000,000
-2,226,197
-3.782,614
5,006.115
-8.874,837
-16.155,298
-23`004,491
-26,353,346
-4,117.139
-13,887,139
-19,440,381
-8,099,896
-7,684,070
-4,414,048
-10,034,686
-7.827,722
-7,625,870
-192,912,182
-213,044,074
､□■●｡●●ＯＣＣ●●｡●■●ｐ●●●
Ｂ●●●●●●■●●●●●Ｏ０Ｃ●●■●
23,232,791
8,305,590
41,335,100
､●●●●●●■Ｃ■●●●●●●●●●●
117.113
354.308
-58.547,910
272,075
50.919,081
4.104.542
3,656.234
819.945
-39.965,024
-529,168
-29,435
1,119,536
230,325
768,594
1,982`840
1.655,132
39,801,669
40,301.669
●●■●■●●●●●●□●■■◆●●●●
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０
０
０
０
●
、
、
０
９
Ｄ
０
０
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０
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０
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０
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１
９
２
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７
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０
１
０
８
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妬
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乃
詔
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師
〃
岡
ｎ
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弱
い
氾
泌
師
如
加
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
１
４
２
２
５
４
０
８
６
９
８
７
５
６
２
３
０
１
６
６
１
２
４
４
６
３
３
３
３
２
９
９
９
３
４
６
１
６
３
２
－
一
一
498,785
900.544
232,955
631,325
印
旧
師
Ⅶ
“
別
刷
ｕ
ね
肥
卵
犯
皿
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０
７
４
３
５
１
７
５
６
９
７
７
６
３
２
６
６
４
０
１
５
９
５
394,780,133
394,789,741
８
３
７
２
７
０
３
０
９
３
９
３
４
３
５
２
４
６
１
９
５
１
０
９
３
９
１
６
６
０
２
７
１
８
９
７
７
８
４
５
２
１
２
４
６
３
９
８
２
１
８
３
９
４
３
０
５
２
２
４
７
３
４
３
２
７
０
０
０
０
０
，
、
０
０
０
０
０
０
０
●
▽
０
．
０
０
、
▽
９
８
８
１
３
４
６
９
０
０
１
９
８
０
５
６
１
１
７
０
１
９
０
０
４
７
１
３
９
１
２
４
１
５
６
６
６
３
６
４
８
８
８
５
４
６
２
８
９
６
１
０
３
８
４
５
２
２
２
９
１
６
０
７
Ｄ
Ｐ
０
９
０
０
０
０
？
、
０
０
０
●
０
９
０
０
０
０
Ｃ
ｕ拓犯皿弱明加駆四四ｍ錨釧迦狐細細皿弧朗弧
１
１
１
３
３
３
394,789`741
394,789,741
第42号平成５年104金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編）
37年には，自動車部門の利潤の割合とほぼ並ぶ
ところまできているのである｡'5）
グ・スリーへの集中の過程であったことが理解
できよう。（表３参照）
また，２０年代における大量の内部留保は，不
況による損失を相殺し,この不況期においては，
むしろ固定資本の減価償却を進め，次の新たな
発展を準備していたとさえ見ることができるの
である｡'4）
（３）クライスラー
クライスラーは，２０年代の中期以降急速に台
頭し，ビッグ・スリーの一角に肩を並べるにい
たった。２５年に新規参入して以来，銀行借り入
れによる拡張と，株式制度の利用により，既存
企業を吸収することで成長してきた。
とくに，ダッジの吸収により急成長したとい
えるのだが，この吸収に際しては，証券操作の
みで，現金の調達は行なわれなかった。ダッジ
の負債を引き継いだため，固定負債が，一挙に
6000万ドルほどにまで増大しているが，いずれ
にしても証券操作のみによって巨大なダッジを
吸収したのである。（表６参照）
このダッジの吸収の後は，利潤の内部留保を
おしすすめ，大恐慌も，その内部資金により乗
り切ったのである。
（１）フォード
表４にみられるように，早期に先駆者として
あげた高利潤の蓄積が，他の企業に比べて桁違
いに存在し，それを取り崩すことで，一貫して
自己金融の方式を通していた。
３１年～33年にかけての不況期における損失額
は，１億ドル以上にのぼったが，手許の現金や
有価証券の売却によって賄い，外部資金の導入
や借り入れは必要としなかったのである。そし
て，３４年以降の景気の回復に際しては，設備投
資は控えられ，高率の減価償却の積み立てをす
ることにより，固定資産の純額を減少させて
いった。その結果，３７年においてもシェアでは
第３位であったが，剰余金累積額においてはＧ
Ｍの1.5倍を維持していたのである。
むすび
以上，「1．ビッグ･スリーの資本の蓄積」ま
でを見てきたわけだが，この後，「２．市場の変
化」「３．労働組合と自動車産業｣と考察を進め
るのだが，「２．市場の変化｣からは，次回につ
づくものとする。
（２）ＧＭ
表５でもわかるように，２９年から34年まで，
純利益は大幅に減少しているが，赤字をだすに
はいたっていない。それどころか，そのような
収益の後退期にも，配当を維持しつづけていた
のである。これは，２０年代を通して，内部に蓄
積した巨額の流動性の高い資金を取り崩すこと
と，自動車以外の部門からの利潤の存在によっ
てなされたものであった。
そして，剰余金の累積額は，３６年には，２９年
の水準に回復しており，少ない設備投資と減価
償却のため，新たな発展過程を準備し得る状況
にあったのである。
とくに，ＧＭにおいては，多角化の進展が著
しく，軍需品から家庭用品にいたる多様な製品
を生産する，アメリカ最大の企業となっており
》王
1）詳細|ま，以下の文献を参照されたい
・岡本友孝「新興産業としてのアメリカ自動車
工業」『商学論集』３５巻２，３，４，号1966～67年
・鈴木直次「株式ブーム下のアメリカ自動車産
業」『社会科学年報』第15号1981年
・橋本輝彦「アメリカ自動車工業の構造と傾向
(1)～(4)｣『立命舘経営学』12巻5,6号および13巻２，
３，４号1974年
・拙稿「アメリカの大恐'慌と自動車産業」『金沢
大学教育学部紀要』３５号1986年
2）Ｔ型車は，「1908年から26年まで，マイナー･チェン
ジのみで生産され続けたのである。部品その他を完
村上・阿地知：１９３０年代のアメリカの自動車産業(1) 105
全に標準化し，組立や部品交換が容易なように構造
を単純化して量産による低価格を可能にした点に
第一の特徴があったが，さらにマイナーチェンジの
みで20年近く生産され続けられたのは，その性能が
高く当時の需要にマッチしていたからである。たと
えば，バナジウム鋼の使用や，はずみ車へのマグ
ネットの使用によるエンジン，車体の重量減少をは
かり，しかも強度の向上は耐久性にも好結果をもた
らすものであった。その他キャブレター，ラジエ
ター，トランスミッションとにほかの車にみられぬ
すぐれた機構をもち，馬力当たり重量の軽量化に成
功し，これは性能の向上とコストの引下におおいに
貢献したのである。また，運転席前部にガラスを使
用して，安価ながら以前の型よりも高級な感覚をあ
たえ，デザイン上全体としてどこか馬車に似ていた
それまでのものに比べて自動車らしくなった｡」
（前掲岡本書「新興産業としてのアメリカ自動車
工業（上)」plO4～105）
また，林敏彦『大恐慌のアメリカ』岩波新書，１９８８
年，ｐ78～79等も参照されたい
３）中村静治『現代自動車工業論』有斐閣，1983年，ｐ
７５～７７
玉野井芳郎編『大恐`慌の研究』東京大学出版会，１９６４
年，所収「自動車産業」
4）拙稿｢1920年代の自動車産業」『金沢大学教育学部紀
要』３６号1987年参照
5）前掲玉野井書ｐ,273
6）小松聡『アメリカ経済論』ミネルヴァ書房，1972年，
ｐ５３参照
7）製品を，規格化，画一化することで，低価格化と生
産の高能率化をめざしたものであったが，多様な
ニーズを形成しつつあった市場の動向に－致せず，
Ａ型車は期待された程の成果をあげることはな
かった。
さらに問題としなければならないことは，３０年代前
半の不況に対しても，同様の製品計画による対応を
とったことであろう。このため，フォードは，ビッ
グ・スリーのなかにおいて，ナンバー３の位置に甘
んじていかなければならなかったといえよう。
この点に関する詳細な議論は，次の機会に譲ること
とする。
８）中村前掲書ｐ94参照
９）1925年の自動車工業の週当たりの賃金は，平均
36.37ドルで，全製造業の24.37ドルと比較すれば，
ほぼ1.5倍に達する。（橋本前掲書13巻第１号ｐ、
122参照）
10）アメリカに見られる，将来の再雇用を条件とした一
時解雇の制度である。自動車工業においては，頻繁
に実施されていた。
11）自動車工業の労働は，若々しい肉体によってのみ耐
えられ，１５～20年仕事をしつづければもう使いもの
にならなくなったのである。
（以上橋本前掲書ｐ、123～124）
12）この点は，ニューディールにおいて大きく改善され
てゆくのである。
13）表２参照
14）２０年代後半の自己金融化の傾向は，高利潤がもたら
したものと考えられるが，３０年代における自己金融
化の傾向は，新規設備投資の低さによりもたらされ
たものともいえる。
15）前掲拙稿「1920年代の自動車産業」参照
